
174名で5年半闘ってきました。その最終陳述などの裁判資料、大地震からなぜ

どのように原発事故が起き、被災民の避難の状況等ﾉﾏ、貴重な読み応えのある資
料が満載です。A5版384ページ。2月20日に横浜地裁で判決言い渡し。南相馬

市からの避難者（本会会員）も多く、「生業訴訟」とともに注目されています。

資料集は1部￥1,500．ご希望の方は事務局山崎健- (TELO90-7527-5453)へ。

＝坐

r県民や南相馬市曝を澪涛していないか』

|環境省､除染の汚染王常磐圏広幅工 ’事 使 計画土 用に、

南相馬市小高区羽倉地区の常磐道拡幅工事に、除染の汚染士を盛り士として

使用する環境省の計画が、市民があまり知らないうちに進んでいますもどんな

こと力、▼2019年1月8日付『河北謂南剛では次のように報道されていま宙
旱〃 ■ 画

瞳_染_土で常磐道盛り土、 環境省計画

行 政 区 長 が 反 対 表 明
南相馬小高区 説明会申し入れ拒否

東京電力福島第1原発事故で発生した除染土について、環境省が南相馬市

小高区の常磐自動車道の拡幅工事で再利用する計画を立てており、地元の門

馬和夫市長は7日の記者会見で「地元や市民の理解が得られるかどうかだ」
と述べ、推移を見守る方針を示した。地元の小高区羽倉（はのくら）行政区

の相良繁広区長（67）は取材に「(放射能を閉じ込める）安全神話は崩れ
た。納得できない」として再利用に強く反対。環境省からの住民説明会開催
の申し入れを拒否している。

関係者によると、環境省は羽倉地区を通る常磐道の一部4車線化工事での
実証事業を計画。市内で発生した除染士約1 000立方海を盛り土の一部に使

う。同省は先月14日、市議会全員協議会で説明。相良区長に対して同26日、
住民説明会の開催を申し入れた。

門馬市長は会見で「実証事業自体を否定するものではない」とも述べた。

相良区長は取材に「いったん受け入れたら永久的に残される恐れがある。

風評も心配だ」と強調。小高区の避難指示が201 6年7月、ほぼ全域で解除

されたことに触れ、「小高に戻って、これから若い人にも来てもらおうと頑
張っているのに、出はなをくじかれてしまう」と話した。

環境省福島地方環境事務所の百瀬嘉則土壌再生利用推准宰長は「正式に地
元に説明していないので、コメントは差し控えたい」と言及を避けた。

福島県内の除染土の再利用では、二本松市でも市道の盛り土に使う実証事

業に地元が強く反発し、計画が頓挫している。 （原文のまま打ち直しました）
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○会員の皆さんは、この問題どう思われますか。裏面もご覧ください｡
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「除染土壌の再生利用｣についての事務局の見解と今後の対応
2月6日、「はらまち九条の会」事務局会を開きましたが、見解と対応を報告いたします。

1）「環境省による除去土壌（汚染土）の再生利用実証事業」問題について、本会として

は「会の約束」その2（憲法9条の堅持）を踏まえ、更に会員の皆さんの多様な意見
が予想されますので、反対活動等は行いません。

2）新聞報道などにより、一部市民には伝えられてはいますが、南相馬市民に周知され

ているとは言えない現状を考えると、少なくとも本会会員の皆さんには知り得た情報
を提供すべきだと判断しました。

3）環境省は3月から工事開始を考えているようですが、2月7日に、上記実証事業に反
対する市民の会が発足し、署名活動などの反対活動を開始するとの情報を得ました。

4）「反対する会」で作成した署名用紙を同封しますので、「反対」の意思を表明したい

方はご利用ください。

5）事務局員が活動に参加する場合は、それぞれ個人の立場で行います。

201 9年2月7日 $ 「はらまち九条の会」事務局

謝壊葛勤
0

日本ﾍﾝｸﾗﾌ編『憲法についていま私が考えること』
赤川次郎、浅田次郎など45名の作家ジャーナリストが憲法への
思いを語っています。会員若松丈太郎さんの寄稿文(P、66)から

あな庵が大事と思う篝潜奈文捗？
未来をさきどりしている『日本国憲法』 若松丈太郎
雲法」が未 1 前 文 民主主義。国際平和主義・主権在民主義
先駆的な憲 2 第9条 戦争の放棄、戦力及び交戦権の否認

のすべての 3 第11条 基本的人権の享有

江 茜い。世界の 4 第13条 個人の尊重

てゆくため 5 第14条 法の下の平等
条文が「日 6 第19条 思想及び良心の自由
んある。そ 7 第21条集会｡結社・表現の自由、通信の秘密の保護 ：

一

わたしは、「日本国憲法」が未

来をさきどりしている先駆的な憲

法であることを、世界のすべての

人ﾉﾏに向かって誇りたい。世界の

すべての人びとが生きてゆくため

に欠かせないだいじな条文が「日

本国憲法」にはたくさんある。そ

のなかの特にだいじにしたい条文

のベストテンをわたしなりに選ん

でみた。（それが右の条文です）

１
２

３
４
５
６

７
８
９
０１

第25条 生存権、国の社会的使

第97条 基本的人権の本質

第99条 憲法尊重擁護の蕊務

醗憲の園房擢票"ﾃZ,ど℃鵬不謝季應なるの〃
＜これは、通信販売カタログ誌の『通販生活』201 9年舂号です。
いつも誌面で、（株）カタログハウスの反原発や憲法9条の固持、反墓

地などの政治的なこともきっぱり主張していて小気味良い内容です。

今号の表紙では『憲法改正国民投票の不公平さ｣を訴えています。写

真｢9条球場｣では改憲試合が行われていますが、打者1人（改憲反対
派）に数百人の守備の選手たち（改憲派）が打球を待ち構えています。

「こんな不公平な試合だったら、テレビ局は中継しませんよね」

と語りかけ、『憲法改正国民投票のテレビCMはイギリスやフランス
のように｢有料CM禁止｣が公平でしょう』と、日本民間放送連盟が国
民投票テレビCMに自主規制をしないという決議に疑問を投げかけて
います。国民投票の場合、テレビは圧倒的な資金力の改憲派のCMに
占められ、改憲反対派のCMはわずかで不公平になると予想されます。
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